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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日） 
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2023年３月期第２四半期 14,173 7.3 436 29.5 590 44.8 423 34.2 

2022年３月期第２四半期 13,207 38.8 337 － 407 － 315 － 
 
(注) 包括利益 2023年３月期第２四半期 601百万円 ( 26.5％) 2022年３月期第２四半期 475百万円 ( －％) 

  

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭 

2023年３月期第２四半期 61.62 － 

2022年３月期第２四半期 45.92 － 

  
（２）連結財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

2023年３月期第２四半期 19,478 7,133 36.5 

2022年３月期 18,656 6,677 35.7 
 
(参考) 自己資本 2023年３月期第２四半期 7,104百万円 2022年３月期 6,651百万円

  

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2022年３月期 － 9.00 － 21.00 30.00 

2023年３月期 － 13.00       

2023年３月期(予想)     － 17.00 30.00 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無 

  

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日） 
 (％表示は、対前期増減率) 

 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 29,000 7.7 1,000 50.8 1,010 29.2 645 △27.4 93.91 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無 

  

https://www.cominix.jp


 

 

 
※ 注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期２Ｑ 6,868,840株 2022年３月期 6,868,840株 

② 期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 335株 2022年３月期 335株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 6,868,505株 2022年３月期２Ｑ 6,868,505株 

  

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる

条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「（3）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 

 

（金額の表示単位の変更について） 

 当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目、その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりました

が、第１四半期連結会計期間および第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしました。なお、

比較を容易にするために、前連結会計年度および前第２四半期連結累計期間についても百万円単位に変更して記載してお

ります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

 

当第２四半期連結累計期間（2022年４月１日～2022年９月30日）における我が国経済は、新型コロナウイルスの感

染状況は小康状態となり、設備投資や生産活動を中心として持ち直しの兆候が見られたものの、円安の進行、原材料

コストの上昇、エネルギー価格の高騰による物価上昇などのリスク要因は引き続き介在しております。 

 また、世界経済においては、長期化する円安傾向をはじめ、ウクライナをめぐる国際情勢の不安や中国のコロナ対

応に伴う行動制限のリスクなど、経済環境の下振れの影響が懸念される不透明な事業環境が続くことが予想されてお

ります。 

当社はこのような不透明な環境の中で、本年度よりスタートさせた新中長期計画に掲げた基本方針のとおり、「真

の生産性向上に貢献する高度専門商社への変革」に取り組みました。 

 特に、戦略骨子として掲げた「収益性向上」としての商品粗利率の改善や、「新領域・成長分野への積極展開」と

して、光製品事業における画像処理分野や海外マーケットのさらなる開拓へ注力しました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は14,173百万円（前年同四半期比7.3％増）、営業利益は436

百万円（前年同四半期比29.5％増）、経常利益は590百万円（前年同四半期比44.8％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は423百万円（前年同四半期比34.2％増）となりました。 

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントとして記

載する事業セグメントを変更しており、当第２四半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいておりま

す。 

 

切削工具事業 

切削工具事業につきましては、主力の商材及びオリジナル製品の販売拡大に取り組みましたが、主要販売先であ

る自動車業界における半導体不足に伴う減産・生産停止など厳しい市場環境により売上が伸び悩んだ一方で、仕入

コストの上昇を着実に製品販売価格へ転嫁した結果、売上高は8,214百万円（前年同四半期比0.2％減）、セグメン

ト利益は124百万円（前年同四半期比325.8％増）と減収増益となりました。 

 

耐摩工具事業 

耐摩工具事業につきましては、主要販売先である製缶メーカー向けへの販売が低調に推移する中、成長分野であ

るEV関連、特にバッテリー関連の受注獲得に積極的に展開し、売上高は微増で推移いたしましたが、利幅が減少し、

売上高は1,296百万円（前年同四半期比0.6％増）、セグメント利益は56百万円（前年同四半期比32.7％減）と増収

減益となりました。 

 

海外事業 

海外事業につきましては、特に中国での行動制限の緩和からの回復基調と、円安の影響を追い風に、Cominixグ

ループ全体でのグローバル展開を加速させたことで中国や米国で受注が拡大した結果、売上高は3,432百万円（前

年同四半期比28.6％増）、セグメント利益は207百万円（前年同四半期比27.9％増）と増収増益となりました。 

 

光製品事業 

光製品事業につきましては、世界的な半導体不足の影響はあるものの、昨年度に事業譲受した画像処理ビジネス

の進展に注力し、積極的な部材の確保による既存ビジネスの拡大と新規開拓によるシェア拡大に努めた結果、売上

高は868百万円（前年同四半期比51.5％増）、セグメント利益は84百万円（前年同四半期比173.4％増）と増収増益

となりました。 
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 eコマース事業 

eコマース事業につきましては、取り扱い商品の充実、SNS等を利用した各種プロモーション、顧客ニーズに合わ

せたサイト改修等、業績拡大に向けての基盤づくりを積極的に展開いたしましたが、事業の立ち上げ間もないこと

もあり、売上高は７百万円（前年同四半期比72.8％増）、セグメント損失は46百万円（前年同四半期は29百万円の

セグメント損失）と増収減益となりました。  

 

 

（２）財政状態に関する説明 

 

（総資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて949百万円増加し、16,178百万円となりました。これは主に、棚卸資産が

470百万円、受取手形及び売掛金が325百万円増加したことなどによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて128百万円減少し、3,299百万円となりました。これは主に、減価償却等に

より無形固定資産のその他が44百万円、のれんの償却によりのれんが33百万円減少したことなどによります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて821百万円増加し、19,478百万円となりました。 

 

（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて658百万円増加し、9,469百万円となりました。これは主に、短期借入金が

511百万円、電子記録債務が204百万円増加したことなどによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて292百万円減少し、2,875百万円となりました。これは主に、長期借入金が

218百万円減少したことなどによります。 

この結果、負債は、前連結会計年度末に比べて365百万円増加し、12,345百万円となりました。 

 

（純資産） 

純資産は、前連結会計年度末に比べて455百万円増加し、7,133百万円となりました。これは、利益剰余金が278百

万円（親会社株主に帰属する四半期純利益による増加423百万円、剰余金の配当による減少144百万円など）、為替換

算調整勘定が175百万円増加したことなどによります。 
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、2,891百万円（前年同四

半期比1.7％減）となりました。 

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は、84百万円（前年同期は237百万円の獲得）となりました。 

 資金の減少の主な内訳は、棚卸資産の増加額344百万円、売上債権の増加額131百万円、法人税等の支払額421百万

円などであり、資金の増加の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益635百万円、仕入債務の増加額120百万円、減価

償却費90百万円などであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果得られた資金は、37百万円（前年同期は74百万円の獲得）となりました。 

 資金の増加の主な内訳は、保険積立金の解約による収入173百万円などであり、資金の減少の主な内訳は、有形固

定資産の取得による支出37百万円、保証金の差入れによる支出30百万円、保険積立金の積立による支出30百万円など

であります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果獲得した資金は、78百万円（前年同期は253百万円の使用）となりました。 

資金の増加の主な内訳は、長期借入金による収入500百万円、短期借入金の増加額283百万円であり、資金の減少の

主な内訳は、長期借入金の返済による支出499百万円、配当金の支払額143百万円などであります。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

   連結業績予想につきましては2022年５月９日に公表いたしました数値から変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記 

（１）四半期連結貸借対照表 
           (単位：百万円) 
          

前連結会計年度 
(2022年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2022年９月30日) 

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,853 3,073 

  受取手形及び売掛金 5,025 5,351 

  電子記録債権 1,008 1,008 

  棚卸資産 5,835 6,306 

  その他 555 487 

  貸倒引当金 △49 △49 

  流動資産合計 15,229 16,178 

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 275 271 

   土地 361 362 

   その他（純額） 243 246 

   有形固定資産合計 880 880 

  無形固定資産   

   のれん 351 318 

   その他 185 141 

   無形固定資産合計 537 460 

  投資その他の資産   

   その他 2,045 1,994 

   貸倒引当金 △35 △35 

   投資その他の資産合計 2,009 1,958 

  固定資産合計 3,427 3,299 

 資産合計 18,656 19,478 
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           (単位：百万円) 
          

前連結会計年度 
(2022年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2022年９月30日) 

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,829 2,912 

  電子記録債務 2,047 2,252 

  短期借入金 1,924 2,435 

  1年内償還予定の社債 － 50 

  1年内返済予定の長期借入金 896 1,025 

  未払法人税等 431 190 

  賞与引当金 193 165 

  役員賞与引当金 27 17 

  その他 460 419 

  流動負債合計 8,810 9,469 

 固定負債   

  長期借入金 2,161 1,942 

  役員退職慰労引当金 323 299 

  退職給付に係る負債 395 445 

  その他 287 188 

  固定負債合計 3,168 2,875 

 負債合計 11,979 12,345 

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 350 350 

  資本剰余金 330 330 

  利益剰余金 5,810 6,089 

  自己株式 △0 △0 

  株主資本合計 6,490 6,769 

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 76 74 

  為替換算調整勘定 85 260 

  その他の包括利益累計額合計 161 335 

 非支配株主持分 25 28 

 純資産合計 6,677 7,133 

負債純資産合計 18,656 19,478 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

           (単位：百万円) 
          前第２四半期連結累計期間 

(自 2021年４月１日 
 至 2021年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2022年４月１日 

 至 2022年９月30日) 

売上高 13,207 14,173 

売上原価 10,493 11,140 

売上総利益 2,713 3,033 

販売費及び一般管理費 2,376 2,596 

営業利益 337 436 

営業外収益   

 受取利息 0 1 

 受取配当金 14 15 

 為替差益 18 97 

 補助金収入 27 13 

 その他 50 49 

 営業外収益合計 112 178 

営業外費用   

 支払利息 19 15 

 その他 23 9 

 営業外費用合計 42 24 

経常利益 407 590 

特別利益   

 保険解約返戻金 － 71 

 負ののれん発生益 12 － 

 特別利益合計 12 71 

特別損失   

 減損損失 － ※1 25 

 特別損失合計 － 25 

税金等調整前四半期純利益 420 635 

法人税、住民税及び事業税 179 185 

法人税等調整額 △77 26 

法人税等合計 101 211 

四半期純利益 318 424 

非支配株主に帰属する四半期純利益 3 1 

親会社株主に帰属する四半期純利益 315 423 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

           (単位：百万円) 
          前第２四半期連結累計期間 

(自 2021年４月１日 
 至 2021年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2022年４月１日 

 至 2022年９月30日) 

四半期純利益 318 424 

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 52 △1 

 為替換算調整勘定 104 178 

 その他の包括利益合計 156 177 

四半期包括利益 475 601 

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 470 597 

 非支配株主に係る四半期包括利益 5 4 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
          

 (単位：百万円) 

          前第２四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2022年４月１日 

 至 2022年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
 税金等調整前四半期純利益 420 635 
 減価償却費 89 90 
 減損損失 － 25 
 のれん償却額 27 33 
 受取利息及び受取配当金 △15 △17 
 支払利息 19 15 
 保険解約返戻金 △11 △80 
 賞与引当金の増減額（△は減少） 30 △31 
 役員賞与引当金の増減額（△は減少） 9 △9 
 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11 △24 
 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 33 49 
 売上債権の増減額（△は増加） △73 △131 
 棚卸資産の増減額（△は増加） △217 △344 
 仕入債務の増減額（△は減少） 305 120 
 負ののれん発生益 △12 － 
 その他 △164 2 
 小計 451 333 
 利息及び配当金の受取額 15 17 
 利息の支払額 △18 △13 
 法人税等の支払額 △211 △421 
 営業活動によるキャッシュ・フロー 237 △84 
投資活動によるキャッシュ・フロー   
 有形固定資産の取得による支出 △21 △37 
 有形固定資産の売却に係る手付金収入 165 － 
 無形固定資産の取得による支出 △59 △23 
 投資有価証券の取得による支出 △17 △17 
 定期預金の預入による支出 △6 △6 
 定期預金の払戻による収入 72 － 
 敷金及び保証金の差入による支出 △55 △30 
 子会社株式の取得による支出 △8 － 
 保険積立金の積立による支出 △27 △30 
 保険積立金の解約による収入 26 173 
 その他 7 9 
 投資活動によるキャッシュ・フロー 74 37 
財務活動によるキャッシュ・フロー   
 短期借入金の純増減額（△は減少） 250 283 
 長期借入れによる収入 120 500 
 長期借入金の返済による支出 △560 △499 
 社債の償還による支出 － △50 
 配当金の支払額 △47 △143 
 非支配株主への配当金の支払額 △1 △1 
 その他 △13 △10 
 財務活動によるキャッシュ・フロー △253 78 
現金及び現金同等物に係る換算差額 55 181 
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 113 213 
現金及び現金同等物の期首残高 2,729 2,677 
新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 98 － 
現金及び現金同等物の四半期末残高 2,942 2,891 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

  該当事項はありません。 

 

（四半期連結損益計算書関係） 

※１  減損損失 

当第２四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年９月30日） 

当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。 

場所 用途 種類 減損損失（百万円） 

大阪市中央区 事業用資産 ソフトウェア    25 

大阪市中央区 事業用資産 工具、器具及び備品 0 

－ － － 25 
 

   当社グループは、管理会計上の区分を基礎として資産のグルーピングを行っております。 

 当社の連結子会社であるさくさく株式会社において、当初予定していた収益を見込めなくなったため、上記の固定

資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。 

 なお、回収可能価額は、使用価値により測定しております。 
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（セグメント情報等） 

  【セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自  2021年４月１日  至  2021年９月30日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報 

（単位：百万円） 

 

報告セグメント 
その他 

（注）1 
合計 

調整額 

(注)２ 

四半期連結損 

益計算書計上 

額(注)３ 
切削工具 

事業 

耐摩工具 

事業 

海外 

事業 

光製品 

事業 

eコマース 

 事業  
計 

売上高           

 外部顧客への売上高 8,231 1,288 2,670 573 4 12,766 440 13,207 － 13,207 

 セグメント間の内部 

 売上高又は振替高 
11 2 4 － 1 19 3 23 △23 － 

計 8,242 1,290 2,674 573 5 12,786 444 13,230 △23 13,207 

セグメント利益 

又は損失(△) 
29 84 162 30 △29 276 38 314 22 337 

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、製造事業を含んでおります。 

  ２ セグメント利益又は損失の調整額22百万円は、セグメント間取引消去△５百万円、社内上各セグメントに配賦した調整額28百万円が

含まれております。 

  ３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

当第２四半期連結累計期間（自  2022年４月１日  至  2022年９月30日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報 

（単位：百万円） 

 

報告セグメント 
その他 

（注）1 
合計 

調整額 

(注)２ 

四半期連結損 

益計算書計上 

額(注)３ 
切削工具 

事業 

耐摩工具 

事業 

海外 

事業 

光製品 

事業 

eコマース 

 事業  
計 

売上高           

 外部顧客への売上高 8,214 1,296 3,432 868 7 13,818 355 14,173 － 14,173 

 セグメント間の内部 

 売上高又は振替高 
12 8 14 0 2 38 32 71 △71 － 

計 8,226 1,304 3,447 869 9 13,856 388 14,245 △71 14,173 

セグメント利益 

又は損失(△) 
124 56 207 84 △46 426 △18 407 29 436 

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、製造事業を含んでおります。 

  ２ セグメント利益又は損失の調整額29百万円は、セグメント間取引消去△０百万円、社内上各セグメントに配賦した調整額29百万円が

含まれております。 

  ３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

 第１四半期連結会計期間より、従来「その他事業」に含まれていた「eコマース事業」について、量的な重要性が増

したため報告セグメントとして記載する方法に変更しております。 

 また、第１四半期連結会計期間より、より適切な報告セグメント別の損益を把握するため、共通費の配賦方法を一

部見直し、事業セグメントの利益または損失の算定方法の変更を行っております。 

 なお、前第２四半期累計期間のセグメント情報は、変更後の区分により作成しております。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 「eコマース事業」において、収益性の低下した資産グループについて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該

減少額を減損損失として特別損失に計上しております。詳細は、「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注

記事項（四半期連結損益計算書関係）」をご参照ください。 

 


